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会員の BOOKS
「海洋プラスチック　永遠のごみ
の行方」
保坂直紀著（KADOKAWA・900円＋税・
2020年6月）
　2020年7月からレジ袋の有料配布が義務
化された。プラスチックごみに対する市民
の関心が高まるのはよいのだが、「レジ袋なんてプラスチ
ック全体の数％にすぎないから無意味」「なぜペットボト
ルでなくてレジ袋なんだ」などという声もまじってかま
びすしい。きっとそうなるだろうと思って書いたのがこ
の本だ。脱プラスチックをあおることも、あきらめもし
ない。この問題にまつわるモヤモヤ感の原因を市民目線
で調べる。個人の思いは（あまり）主張しない。大切な
のは、まずわたしたちの立ち位置を確認すること、とい
う方針で書いたら、案の定、「どっちつかず」「参考にな
らない」との評もいただいた。まずは事実関係を社会で
共有して…という行き方は、やはりこの国では難しいの
だろうか。� （会員　保坂直紀）

新刊紹介■ 新入会員の自己紹介
●川上 奈々（合同会社オフィス・キャナル）
　島根大学、米子高専での勤務（事務職）を経て、鳥
取大学医学部で広報業務を担当。その際、「広報」の重
要性を感じ、医療系ベンチャー企業の広報へと転職。
その後、民間企業の勤務を経て、2020年７月、鳥取で「広
報」によって地域を活性化させたいという思いで広報
業務を代行する会社を起業。この会で、さらなるスキ
ルアップをはかりたい。

●山口 健（三井住友DSアセットマネジメント株式会社）
　長年、資産運用業界で従事しております。投資とい
う観点から日本を見ると、膨大な科学技術の蓄積があ
るにも関わらず、その財産を有効に活用できていない
とても「もったいない国」として映ります。当会への
参加を通じてその背景や理由などが理解できればと考
えております。

退会
倉本昌昭、守信人（ご逝去）、田中慶一、高嶋秀行、サン
トリーホールディングス株式会社

■ お知らせ

●JASTJ会員向けメーリングリスト（ML）は２種類あります。
①info-jastj@jastj.jp　�
　全会員を対象としたML。件名欄に［JASTJからのお
知らせ］が入る。月例会の案内など、すべての会員に
呼びかけるもので、JASTJ事務局のみが発信できる。
②�kaiin-jastj@jastj.jp　�
　受信希望をする会員を対象としたML。会員が携わる
イベントの告知など、おもに情報共有のために受信を
希望する会員に呼びかけるもので、kaiin-jastj@jastj.jp�
のアドレス宛で発信できる。

※　　　※　　　※
（注）メールアドレスを変更した会員は、これらのMLを
受信することができません。かならずメールアドレス変
更を事務局に連絡ください。また、info-jastj@jastj.jp�や
受信希望しているkaiin-jastj@jastj.jp�のメールがしばらく
届いていない会員も、事務局（hello@jastj.jp）まで連絡
してください。

●「会員だより」の原稿募集
　会報ではほぼ毎号、会員の皆様から寄せられた近況な
どを紹介する「会員だより」を掲載しています。最近、
面白いことを始めた、他の会員も関心を持ちそうな団体
に加わった、会合に出た、といった話題を書いてください。
テーマに関連した写真や、もし、あれば図表も付けてく

ださい。写真が１枚なら原稿は1500字前後、２枚なら
1300字前後となります。写真を見せたい、という場合は
写真グラフを中心にもできます。
　JASTJのHPで会報を選んでもらえば、バックナンバー
を読むことができます。例えば、94号には高山由香さん
が「“ラヂオ”始めました」のタイトルで、鎌倉ＦＭで理
系雑学バラエティーの番組「理系の森」を放送している、
という話を書いてくれています。また、92号では村上美
由紀さんが「科学ジャーナリスト塾で学んだこと」を書
いています。
　会員だよりを書き出す前にまず、「書くよ」と連絡をく
ださい。アドレスは＝ inouyeyoshi55@gmail.com ＝です。

▶最近、あまり聞かなくなった言葉にＲＯＭがありま
す。本来は、リード・オンリー・メモリ（読み出し専用
メモリ）のことですが、リード・オンリー・メンバー（読

むだけのメンバー）という和製英語もあります。この会報は、
多くの会員に寄稿してもらいたいと考えています。つまり、自由
に読み書きができるＲＡＭ（ランダム・アクセス・メモリ）のよ
うな存在に。偶然ですが、最初の試みになったのが、２～３ペ
ージの特集です。急な原稿募集でしたが、５人の方から寄稿し
ていただきました。写真も公募し、20枚近い写真が集まりまし
た。多くの会員によって、新型コロナウイルスのさまざまな側面
を記録する会報ができました。ありがとうございました。
▶高木靭生・前編集長の後任で、今号から編集長になりました。
これからも前編集長時代と同じように、できれば前編集長時代
以上に、積極的な寄稿をお願いします。（能）
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